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盤用熱交換器の機種選定方法 

 

１ まえがき 

この技術資料は、盤用熱交換器の機種選定を容易に行えることを目的として、各製造メーカで異

なる表現になっていた選定方法の統一を図ったものである。 

 

２ 機種選定方法の種類 

機種選定方法は次の 2種類に分けられる。 

ａ）盤内発熱量がわかっている場合 

ｂ）盤内発熱量が不明の場合 

  〈ただし、盤内温度（測定値）、外気温度（測定値）がわかっている場合〉 

 

３ 機種選定に必要な制御盤の使用条件 

選定にあたっては解説の注意事項を参照のうえ、次の使用条件の各値を決定する。 

ａ）有効表面積 Ｓ〔㎡〕 

ｂ）盤内発熱量（測定値） Ｐ〔Ｗ〕又は、 

  盤内温度（測定値） Ｔ4〔℃〕、外気温度（測定値） Ｔ3〔℃〕 

ｃ）最高外気温度 Ｔ1〔℃〕 

ｄ）盤内許容温度 Ｔ2〔℃〕 

ｅ）電源周波数 Ｆ〔Hz〕 

  なお、上記ａ）～ｄ）項の用語の意味については、盤用熱関連機器工業会技術資料第 002号

（盤用熱関連機器に関する用語）参照 

     ｂ）項の盤内発熱量（推定値）P については、盤用熱関連機器工業会技術資料第 001

号（盤内収納機器の発熱量（目安）指針）参照 

 

  使用条件（例） 

   ａ）有効表面積 Ｓ 

      制御盤キャビネット外形寸法（鉄板製、自立床置型） 

      横 630×縦 1250×深さ 630〔mm〕 

       Ｓ＝3.55〔㎡〕（底面積を除く。また、盤用熱交換器の取付面積は無視している。） 

   ｂ）盤内発熱量（推定値） Ｐ 

       Ｐ＝500〔Ｗ〕 

     盤内温度（推定値）Ｔ4  外気温度（推定値）Ｔ3 

       Ｔ4＝68〔℃〕      Ｔ3＝40〔℃〕 

   ｃ）最高外気温度 Ｔ1 

       Ｔ1＝40〔℃〕 

   ｄ）盤内許容温度 Ｔ2 

       Ｔ2＝55〔℃〕 

   ｅ）電源周波数 Ｆ 

       Ｆ＝60〔Hz〕 
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４ 機種選定方法 

 ４.１ 盤内発熱量がわかっている場合 

     各値は使用条件（例）による。 

     ａ）グラフによる選定  グラフを図１に示す。 

      １）盤内発熱量Ｐ＝500〔Ｗ〕から、盤内許容温度と最高外気温度との差 ΔＴ1＝55－40＝

15〔Ｋ〕との交点Ａを求める。 

      ２）グラフのＡ点を起点として、横軸に平行な線を右側のグラフまで引き、有効表面積Ｓ＝

3.55〔㎡〕との交点 Bを求める。 

      ３）グラフのＢ点より垂直な線を引き、盤用熱交換器定格能力Ｑ＝約 16〔Ｗ/Ｋ〕が求めら

れる。 

        この値より大きい定格能力の機種を選定する。 

 

図１（巻末資料１） 

 

 

     ｂ）計算式による選定 

       制御盤キャビネット（鉄板製、自立床置型）の熱通過率 Ｕ 

          Ｕ＝5〔Ｗ／（㎡・Ｋ）〕1） 

       盤内許容温度Ｔ2と最高外気温度Ｔ1との差 ΔＴ1 

          ΔＴ1＝Ｔ2－Ｔ1〔Ｋ〕 

       盤用熱交換器定格能力 Ｑ 

          Ｑ＝ [
Ｐ
ΔＴ

1

－Ｕ×Ｓ] 

           ＝
500

55－40
－5×3.55 

           ≒16〔Ｗ／Ｋ〕 

       この値より大きい定格能力の機種を選定する。  
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 ４.２ 盤内発熱量が不明の場合 

     〈ただし、盤内温度（測定値）、外気温度（測定値）がわかっている場合〉 

     各値は使用条件（例）による。 

     ａ）グラフによる選定グラフを図２に示す。 

      １）盤内温度（測定値）と外気温度（測定値）との差ΔＴ2＝68－40＝28〔Ｋ〕から盤内許

容温度と最高外気温度との差ΔＴ1＝55－40＝15〔Ｋ〕との交点Ａを求める。 

      ２）グラフのＡ点を起点として、横軸に平行な線を右側のグラフまで引き、有効表面積Ｓ＝

3.55〔㎡〕との交点Ｂを求める。 

      ３）グラフのＢ点より垂直な線を引き、盤用熱交換器定格能力Ｑ＝16〔Ｗ／Ｋ〕が求められ

る。 

        この値より大きい定格能力の機種を選定する。 

図２（巻末資料２） 

 

     ｂ）計算式による選定 

       制御盤キャビネット（鉄板製、自立床置型）の熱通過率 Ｕ 

          Ｕ＝5〔Ｗ／（㎡・Ｋ）〕1） 

       盤内許容温度Ｔ2と最高外気温度Ｔ1との差 ΔＴ1 

          ΔＴ1＝Ｔ2－Ｔ1〔Ｋ〕 

       盤内温度（測定値）Ｔ4と外気温度（測定値）Ｔ3との差 ΔＴ2 

          ΔＴ2＝Ｔ4－Ｔ3〔Ｋ〕 

       盤用熱交換器定格能力 Ｑ 

          Ｑ＝ [
ΔＴ

2

ΔＴ
1

－1]Ｕ×Ｓ 

           ＝ [
68－40

55－40
－1]×5×3.55 

           ≒16〔Ｗ／Ｋ〕 

       この値より大きい定格能力の機種を選定する。 

       注 1）制御盤キャビネット（鉄板製）の熱通過率Ｕは 5～6〔Ｗ／（㎡・Ｋ）〕が目安であ

るが、例として、Ｕ＝5〔Ｗ／（㎡・Ｋ）〕で行った。 
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    巻末資料１ 
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    巻末資料２ 
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盤用熱交換器の機種選定方法  解説 

 盤用熱交換器の機種選定方法に関する技術資料は、各製造メーカで異なる表現になっていた選定方法

の統一を図るため、1 つの使用例を挙げ統一の方法を示しており、盤用熱交換器の機種選定を容易に行

えることを目的として 1991年に制定された。 

 今回の改正では、単位、用語の見直しを目的として、主に以下の改正を行った。 

  ａ）国際単位系を採用した。 

  ｂ）2001 年に改正された盤用熱関連機器工業会技術資料第 002 号「盤用熱関連機器に関する用語」

に合わせて見直した。 

  ｃ）『3.機種選定に必要な制御盤の使用条件』に『電源周波数Ｆ[Hz]』を追加した。 

 尚、選定の際は□内の数値を実際の選定条件に置き換え算出樽選定を行う。 

 

１ 選定にあたっての注意 

   選定にあたっては、次の注意が必要である。 

   ａ）盤用熱交換器を取り付けた運転状態で、盤内の温度が 60℃を超えるような選定はさける。（盤

用熱交換器の使用温度上限が 60℃の場合。） 

   ｂ）盤内許容温度の設定は、最高外気温度より 10Ｋ以上高くして選定する。（10Ｋより低いと期

待した能力が得られない場合がある。） 

   ｃ）設置条件により、制御盤キャビネットの一部が壁などの周囲の物体との間に十分な空間を保

てない場合は、その部分の表面積を有効表面積より差し引く。 

   ｄ）制御盤キャビネットの表面積に対して、選定した盤用熱交換器の取付面積が無視できない場

合は、この取付面積を有効表面積より差し引く。 

   ｅ）電源周波数により盤用熱交換器の能力が変化するので、使用する地域の電源周波数に応じた

定格能力で選定を行う。 

   ｆ）盤内発熱量が不明の場合、盤内温度（測定値）と外気温度（測定値）を条件に選定を行うが、

測定には次の注意が必要である。 

      ①盤内温度を測定する際には、測定ポイント数及び冷却対象機器の位遣に適宜考慮すること。 

      ②盤内温度は、各々の測定ポイントの温度が一定になった状態において、その平均温度を

用いること。 

      ③盤内温度を、特に夏場のように周囲温度が高い場合で換気ロなどを塞いで測定する場合

は、収納機器を壊さぬように、盤内温度上昇に気をつけること。 

   ｇ）制御盤キャビネットの発熱体の位置及び盤用熱交換器の放熱フィン、フィルタの汚れなどに

より、期待した能力が得られない場合もあるため、選定には十分な余裕を持たせる。 

   ｈ）盤用熱交換器の性能を確保するため、吸・排気口は壁などの物体より 150mm以上離すことが

望ましい。 

   ｉ）使用環境や使用上の注意については、各メーカのカタログなどを参照すること。 

 

２ 今回の改正について 

   本技術資料が改正されてから 10年以上が経つため、最新の情報に合わせて内容の一部を改正した。 
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